
笑顔・元気・感謝／S・O・S 

 6 年ぶりに、“夏の宴”を開催。コロナ禍

（今でも完全に終息したわけではありませ

ん）は、中止せざるを得ない状況でした。今

は、感染が落ち着いてきた事、感染対策等を

行い体調管理を怠らない等の対策を行うこと

で開催としました。開催を決めて数日後、

「コロナ感染が増えてきている」と情報を耳

にしました。このまま開催して良いものかと

考えた結果、2 日間の予定を１日のみに変更

し開催することを決めました。 

当日は 6 年ぶりとは思えないほどの手早い

準備と進行で写真のような大賑わいの 1 日が

過ごせました。何事もなく皆様と楽しい時間

が共有できたことに感謝いたします 

   （M・T） 
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 ≪１０月行事予定≫ 

1 日 体重測定 

3 日 喫茶 or 買物支援 

5 日 手打ちうどん作り 

8 日 喫茶外出 

10 日外食 DAY 

11-16 日レク強化Week♪ 

20 日 避難訓練 

23 日 書道教室 

25 日 手打ちうどん作り 

26 日 書道教室 

30 日 感染訓練・お抹茶を楽しむ 

※お天気を見て、遠足・運動 

 

◆訪問介護ナイス・ケア◆通所介護ナイス・デイ 

◆住宅型有料老人ホーム愛宕の家◆有料職業紹介

つしま紹介所◆暮らしサポート サポート・ワン 

◆学童・託児ナイス・キッズ◆鍼灸てのひら治療院 

◆喫茶てのひら◆酸素ＢＯＸ◆コーラス教室   
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≪利用状況案内板 （☆募集中★満員）≫

★ナイス・ケア／訪問介護・居宅介護 

☆ナイス・デイ／通所介護 

・定員１９名／日  

☆愛宕の家／住宅型有料老人ホーム 

・定員１７名 ：現在入居者１３人 

☆つしま紹介所／有料職業紹介  

☆サポート・ワン／暮らしサポート 

※自費負担の在宅サービスです 

 

 

ＳＯＳ通信はホームページ

への掲載と合わせ、地域の

関係者や事業所、ご家族様

へも発送しています。 

９月送付部数 106 部 

≪営業お知らせ≫ 

喫茶・軽食てのひら 

営業日：月・火・木・金・土・日／水曜定休 

時 間：9：00-14：00（13：30 ラストｵｰﾀﾞｰ） 

高気圧 ROOM酸素 BOX  

営業日：月・火・木・金・土／水・日定休 

時 間：9：00-17：00 完全予約制 

鍼灸てのひら治療院 

営業日：月・金・土（第 1・3）/完全予約制 

てのひらコーラス教室  

第 1・3 木曜日：14：30-16：00 

♪参加者募集中♪ 

★☆再開検討中★☆ 

・打 太 鼓（和太鼓）  

・ナイス・キッズ （学童・託児） 

～詳細はお問い合わせ下さい～ 

 
※喫茶外出や外食 DAY など、

社会参加活動は場所や状況を

踏まえて実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ和太鼓 
屋台ゲーム 

 

また来年～ 

 

 

≪編集後記≫ 今月号は“夏の宴2024”特集です(笑) 
夏の一大イベントを終え、今年の夏は暑かった～と思ったのも束の

間。大型台風10号に翻弄されました。この地域に大きな被害は無かっ
たものの、住まいを提供しているため【備えよ常に】と改めて考えま
す。さぁて、そういいながらも、次は秋の行事です。 
楽しみは何よりのご褒美。いろいろ工夫していきますよ！（Y・O） 

 

流しそーめん＆バイキング 

 

盆踊り♪ 

 

 

 

盂蘭盆経 

 

夏の宴２０２４ 

“笑顔・元気・感謝” 

“自分の・自分による・自分だ
けの健康食”を学び、技術や
知恵を身に着けられるワー
クショップを開催します。 
入居施設やデイサービス

で提供する日々の食事には
隣地の農園で育てた季節の
野菜や果樹をふんだんに使
います。庭で飼っている鶏達
は循環役も担っています。漬
物などの発酵食品はそのま
ま提供したり、料理に使うこ
とも当たり前の日々。 
この度、醗酵職人である金建
三さんの『体内に採り入れる
ものの影響はご自身にとっ
ても、他者にとっても、社会
にとっても、環境にとって
も、環境生物にとっても、と
ても大きい。』という考えは
私達にとっても学び直しの
機会です。 

ビックリショー 

http://www.s-o-s.co.jp/

